
 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２７日（火）午後 6 時から、今年 3 回目の

学校運営協議会を開催しました。その主な内容を

お知らせします。 

【報告１ 二学期の学校運営協議会の活動報告】 

・ 小中合同挨拶運動、ゲストティーチャー、拡大合同研

究会、中学校のはばたき賞受賞など 

【報告２ スクールバス停留所とその周辺の除雪】 

・ PTA が中心となって除雪をするが、昨年度と同様に、

区長さんや地域の方々にお願いし手伝っていただく 

【報告 3 教職員の任用についてのご意見】 

・ 特になし 

【協議題１ 学校運営協議会の成果と課題】 

・ 佐藤謙司小学校長・佐藤智一中学校長より、プレ

ゼンと資料により、ＣＳ1年半の取り組みにおける

成果と課題について、ご説明いただきました。 

【出された意見から】 

・ この成果と課題を基に、さらに進む 

1 年目(R3) 何ができるか意見を出し合う年 

2 年目(R4) やれるところからやってみる年 

3 年目(R5）成果と課題を踏まえたさらなる充実の年 

・ 一般の先生方も巻き込んで、地域と語る場を 

・ 小中 9年間を見通した「ふるさと学習」を探る 

・ この成果と課題を地域の方に伝えたい。そして 

  さらなるネットワークの構築、生涯学習の場に 

・ 公民館の力が大、学校と地域をつなぐ拠点にする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校運営協議会を設置した学校を「コミュニティ・スクール」（ＣＳ）と言います 

紫波西学園学校運営協議会通信（紫波西学園に行こう！） 

第３回学校運営協議会 

学校運営協議会の成果と課題 

令和４年１２月１５日 

第 ８ 号 

地域学校協働チーム 

学校運営協議会「成果と課題」 

成果１ 喫緊の課題 

    スクールバス停留所と周辺の除雪 

成果２ 小中９年間を見通した小中一貫教育 

    小中合同研究会と相互乗り入れ授業など 

成果３ 学校運営協議会推進の重点 

    総合の時間「ふるさと学習」米作り 

成果４ 子供たちの安全を守る取組 

    スクール・ガード・ボランティア 

成果５ 学習支援活動として 

    様々なゲストティーチャー 

成果６ 中学校６０周年記念事業 

    記念講演・授業とあずまねカフェ 

成果７ 学校からの要望を生かして 

    読み聞かせボランティア「杜のくまさん」 

成果８ 学校運営協議会の意見を生かして 

    面白工作教室・習字教室 

成果９ ＣＳの周知・理解のために 

    校報・通信の地区回覧利用、ホームページ 

成果 10 小中学生が地域で活躍する 

    （小）子供会・（中）社会参加活動 

課題１ 広く地域住民の声を反映させる 

    「紫あ波せトーキング」２年連続開催中止 

課題２ 子供を地域の宝として育てる 

    幼・保・小・中の連携・交流ができない 

中学校のチャレンジ 

逞しく生き抜く力を育成する学校運営体制構築のため 

１ 地域人材を生かしたカリキュラム開発 

２ 学校を支える「ひと・もの・こと」構想 

３ ４年度の実践「ふるさと学習」 

① コミュニティの日のワークショップを、ふるさ

と学習の出発点に（動機づけ） 

 ・ 志和公民館 旧片寄小学校の跡地利用 

 ・ 水分公民館 旧水分小学校を酒の学校に 

② あずまねカフェで 20 名の地域ゲストを招待、相

互対話し、生き方を学び、成果を発信する 

 

 

【問合せ先】 西の杜小学校 ☎ ６７３－７４０５ 

 ＣＳコーディネーター 田中 淳 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月 3日（土）紫波町情報交流館大スタジオ

で、第 1回の「紫波町学校運営協議会推進シンポ

ジウム」が開かれました。 

今年度から、町内 6学校運営協議会がスタート

しましたが、昨年度より 1年先行実施の紫波西学

園学校運営協議会の 1年半の成果と課題を、西の

杜小学校佐藤謙司校長が代表して事例発表しまし

た。講師の野澤令照先生（文科省 CSマイスター

宮城教育大学学長付特任教授）から、「CSの本質

を理解した取組で、本来であれば紫波西学園の

CSは今は導入期、CSがどういうものか、何がで

きるか、今までと何が違うかということの理解・

周知の時期だと思うのですが、私の印象として

は、ほぼ充実期に入っているくらいの感覚だ。」

とお褒めの言葉をいただきました。詳しくは、右

の欄に、野澤先生の評価を要約して載せています

のでご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回（第４回）学校運営協議会のお知らせ 

２月２４日（金）午後６時～７時 30 分 

・ 学校評価アンケートを受けて 4年度の総括 

・ 令和 5年度紫波西学園運営方針の承認 

第 1回紫波町学校運営協議会推進シンポジウム 

佐藤謙司校長先生が紫波西学園の成果と課題を発表！ 

 

野澤先生からの紫波西学園への講評 

【紫波西学園・CSここが素晴らしい！】 

Ⅰ CS の本質を理解した取組 

１ 地域人材を生かしたカリキュラム開発 

① 協働による「ふるさと学習」の創出 

② 小中 9 年間を見通した小中一貫教育 

 ２ 地域課題の解決にかかわる学びの創出 

① 地域住民と中学生がともに解決を目指す 

Ⅱ 学校運営協議会からの提案 

 １ 放課後の子供の居場所づくり 

① 保護者からの要望：習字教室 

② スクールバス停留所の除雪 

Ⅲ 地域との強い絆 

１ 熟議を大切にする取組 

① 紫あ波せトーキング  

導入期

充実期

発展期

なぜつくるの？
いままでと何がちがうの？
どうやって創るの？

必要なものは何があるの？

組織はほぼ出来あがった！
学校と協働できる！
活動が広がって来た！
地域の協力も広がった！

あせらず
無理せず
楽しんで

C S 成長図

理解が進んでいる。
信頼関係ができた。
提案できるようになった。
協力要請が入る。

 

 

総合的学習の時間                       

西小 3年生が作った町を PRするポスター 

3 年生は総合的学習

の時間に町探検をし、

さまざまな町の良さを

見つけてきました。 

そのことを学習発表

会で発表し、さらに、グ

ループごとにタブレッ

トでポスターづくりを

し、紫波町情報交流館

に展示していただき、

町民にも PR しまし

た！ 


